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既知地図化法 (芝田, 2010) は､ 視覚障害児に対する




















＊兵庫教育大学臨床・健康教育学系 ＊＊北海道札幌盲学校 ＊＊＊奈良県立盲学校 平成22年10月21日受理














一般に､ 視覚障害児・者にとって､ 歩行に触地図による補助が常に必要と言うわけではないが､ 触地図の理解が高い方
がより広範囲な環境における歩行の可能性が高くなる｡ その地図の基礎学習として開発されたのが既知地図化法である｡




場所､ 地域等を既知状態にすること) が不可欠である｡ このプログラムは３つのステップからなっている｡ ステップ１は､
既知地図化法の対象となる具体的な環境を系統だったファミリアリゼーションとその後の歩行による確実な既知化である｡
ステップ２は､ 既知化された具体的な環境を用いて地図の意味､ 作成法､ 読み取りといった地図化の指導である｡ ステッ
プ３は､ 他の環境でのステップ１及び２の実施である｡
既知地図化法の事例は､ 盲学校中学部２年生 &を対象としたものである｡ 第1タームでは､ 校地内の校舎から寄宿舎間
のルートにおいて､ 既知地図化法のステップ１により確実な既知化を行い､ ステップ２により､ 歩道と歩行軌跡の関係を
理解させて地図化を進めた｡ 結果として､ 第１タームでは､ 既知化のためのファミリアリゼーションが非常に重要である
ことを前提とし､ 発展的な学習として､ 歩行軌跡から道路地図への地図化を試行すると共に､ 雪壁等の地域や季節に応じ
た手かがりも加え､ 空間の理解に結びつけた｡


















基礎的能力とは､ 知識､ 感覚・知覚､ 運動､ 社会性､ 心
理的課題の５つをさしている (芝田, 2007, 2010)｡
１) 触察力















































































































指導がすすめば､ 表面作図器 (レーズライター)､ 模型
などの利活用も有効である｡

































開始時中学部１年) の女子である｡ は､ 全盲で視経
験は無く (先天性)､ 教科学習は準ずる教育課程 (学年































方､ ステップ２､ 留意点③参照) の関係を理解させて地
図化できるように進められた｡ さらに､ 発展的段階であ
る道路を主体とする地図 (以下､ 道路地図とする)､ お
よび､ 降雪期間の雪壁を利用した環境も地図化させ､ 空
芝 田 裕 一 出 井 博 之 正 井 隆 晶

表１ 第１タームの指導回数と内容
       
1 2009 10 24 	
	
2 11 30  !" Fam	
"#$
3 12  9 % !" Fam	
"#$
4 12 16  	
&	'()
5 2010 1 20 *+,-.!" Fam
6 1 21 -.!" Fam
7 1 25 /0!"Fam"#$
8 1 27 12-./0!" Fam"#$
9 2 1 /0!"Fam"#$
10 2 4 /03456
表２ 第２タームの指導回数と内容
       
1 2010 7 8 789:;<=-.!" Fam
2 7 20 789:;<=-.!" Fam
3 8 19 789:;<=-.!" Fam	>!
4 8 24 789:;<=-.!" Fam	?
"#
5 8 26 789:;<=-.	
"#
6 8 31 789:;<=-.!" Fam	?
"#





















































































































































































約20) の道道三番通り (幹線道路) と住宅街の歩車道
の区別のない､ 幅約４の道路・東一番仲通り・






























あるが､ 歩行軌跡を表現することができた｡ なお､ この
時､ 目的地の公園の位置は東二番仲通りの行き止まりに
位置するよう指示し､ 実際は少し西に戻って､ 南向きの










た｡ 例えば ｢バス停は三番通りの南側の歩道にあり､ バ
スを降りた後は建物側までは数歩､ 南向きに行くが､ そ













を取り去り､ 道路のみの地図にした (図21)｡ 指導者か
ら､ これが晴眼者が表す一般的な地図で､ 上空から見た
図 (鳥瞰図) であり､ またカーナビにも表示されている
ことを説明した｡ 生徒からは､ 以下のような気づきと感
想が得られた｡



































































































味､ 作成方法も取り入れ､ また､ 合わせて前述の２次元
の平面での表現､ ノースアップ等の公的な地図の表現に
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